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集
団
的
個
別
指
導
は
、
前

年
の
レ
セ
プ
ト
１
件
あ
た
り

の
平
均
点
数
が
府
下
の
平
均

の
１
・
２
倍
を
超
え
、
か
つ

上
位
８
％
の
医
療
機
関
が
対

象
に
な
る
。

　

今
年
度
の
対
象
医
療
機
関

数
は
４
２
９
件
だ
が
、
表
１

の
よ
う
な
計
算
過
程
で
対
象

機
関
を
抽
出
す
る
。

　

ま
ず
、
都
道
府
県
の
平
均

点
数
を
明
ら
か
に
す
る
（
１

４
４
３
点
）。
対
象
レ
セ
プ

　

個
別
指
導
と
は
大
き
く
異

な
り
、
講
演
・
講
習
形
式
の

集
団
指
導
で
実
施
さ
れ
る
。

カ
ル
テ
や
付
属
資
料
の
持
参

は
不
要
で
、
筆
記
用
具
が
あ

れ
ば
よ
い
。
実
施
時
間
は
２

時
間
。
通
知
は
実
施
の
３
週

間
前
に
発
送
さ
れ
る
。

　

今
月
29
日
に
集
団
的
個
別
指
導
が
実
施
さ
れ
る
。
集
団
的

個
別
指
導
と
個
別
指
導
と
の
関
係
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
こ

と
か
ら
、
数
回
に
分
け
て
連
載
す
る
。（
社
保
研
究
部
発
）

集
団
的
個
別
指
導
の
形
式

上
位
８
％
以
下
も
選
定

高
点
数
な
ら
個
別
指
導
か

４
２
９
件
選
定
の
仕
組
み

ト
は
社
保
、
国
保
、
後
期
高

齢
者
分
だ
が
、
何
月
分
を
抽

出
し
て
い
る
か
は
公
表
さ
れ

な
い
。

　

次
に
、
平
均
点
を
１
・
２

倍
し
た
基
準
点
を
計
算
す
る

（
１
７
３
２
点
）。
こ
の
基

準
点
以
上
の
医
療
機
関
を
抽

出
す
る
（
３
０
１
１
件
）。

　

府
の
歯
科
保
険
医
療
機
関

数
は
５
３
５
６
件
な
の
で
、

全
医
療
機
関
の
56
％
が
抽
出

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
府
下
の

上
位
８
％
が
集
団
的
個
別
指

導
に
呼
ば
れ
る
と
は
限
ら
な

い
。
単
純
に
考
え
て
も
上
位

24
％
以
内
な
ら
、
選
定
さ
れ

る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る

　

厚
労
省
の
「
指
導
大
綱
」

で
は
、
集
団
的
個
別
指
導
を

受
け
た
翌
年
も
引
き
続
き
高

点
数
の
上
位
４
％
は
個
別
指

導
の
選
定
対
象
に
す
る
と
し

て
い
る
。
こ
の
要
綱
か
ら
計

算
さ
れ
た
理
論
値
は
、
昨
年

度
は
１
３
９
件
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
に
大
阪

の
歯
科
医
療
機
関
に
対
し
て

実
施
さ
れ
た
個
別
指
導
の
総

件
数
は
、
新
規
を
除
け
ば
47

件
だ
っ
た
。
一
方
、
患
者
や

保
険
者
か
ら
の
情
報
提
供
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
医
療
機
関

は
60
件
で
、
こ
ち
ら
が
優
先

的
に
指
導
さ
れ
て
き
た
。

　

今
後
、
高
点
数
を
理
由
に

し
た
個
別
指
導
が
、
部
分
的

に
実
施
さ
れ
る
可
能
性
は
残

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
指
導

大
綱
ど
お
り
の
件
数
分
が
実

施
さ
れ
る
に
は
、
厚
生
局
の

事
務
官
、
技
管
な
ど
の
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
を
補
う
大
掛
か

り
な
シ
ス
テ
ム
へ
変
更
が
必

要
に
な
る
。

　

何
よ
り
も
、
高
点
数
を
理

由
に
個
別
指
導
の
対
象
者
に

選
定
す
る
仕
組
み
そ
の
も
の

は
不
合
理
で
あ
る
。
厚
生
局

の
実
施
通
知
に
は
「
保
険
診

療
の
質
的
向
上
お
よ
び
適
正

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
高
点
数
の
上
位
３
割

程
度
だ
け
を
対
象
に
す
る
制

度
で
は
、
本
旨
の
目
的
は
歪

み
、
医
療
費
抑
制
の
手
段
に

な
る
だ
け
で
あ
る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
こ
の

ル
ー
ル
が
で
き
た
１
９
９
６

年
以
来
、
是
正
・
廃
止
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。
例
え

ば
、
個
別
指
導
へ
の
連
動
と

は
切
り
離
し
た
上
で
、
６
年

に
一
度
の
保
険
医
療
機
関
の

指
定
講
習
時
に
実
施
す
る
な

ど
、
改
善
方
法
は
い
く
ら
で

も
あ
る
。

（
図
１
）。

　

さ
ら
に
、
２
年
度
分
の
個

別
指
導
実
施
医
療
機
関
が
除

外
さ
れ
る
た
め
、
個
別
指
導

の
件
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る

ほ
ど
、
選
定
さ
れ
る
平
均
点

数
の
ラ
イ
ン
が
下
が
る
こ
と

に
な
る
。
今
年
度
が
ど
の
サ

イ
ク
ル
に
当
る
の
か
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
下
限
は
概

ね
上
位
か
ら
３
割
程
度
と
推

測
で
き
る
。

　

選
定
さ
れ
た
医
療
機
関

は
、
厚
生
局
指
導
監
査
課
に

問
い
合
わ
せ
る
こ
と
で
自
院

の
平
均
点
数
が
開
示
さ
れ

る
。

　

こ
こ
か
ら
次
の
手
順
で
対

象
医
療
機
関
を
除
外
し
て
い

く
。
①
レ
セ
プ
ト
枚
数
が
月

あ
た
り
10
件
未
満
の
医
療
機

関
（
36
件
）
②
前
年
度
、
前

々
年
度
に
集
団
的
個
別
指
導

を
受
け
た
医
療
機
関
（
７
９

４
件
）
③
前
年
度
、
前
々
年

度
に
新
規
個
別
指
導
ま
た
は

個
別
指
導
を
受
け
た
医
療
機

関
（
２
３
５
件
）。
つ
ま

り
、
全
体
の
20
％
弱
に
あ
た

る
１
０
６
５
件
が
除
外
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
結
果
、
１
９
４
６
件

が
残
る
が
、
最
終
的
に
は
全

保
険
医
療
機
関
数
の
８
％
を

超
え
な
い
ル
ー
ル
な
の
で
、

４
２
９
件
が
選
定
さ
れ
る
。

【
根
拠
法
】

　

根
拠
法
は
、
下
記
の
３
法

で
生
活
保
護
法
は
対
象
外
に

な
っ
て
い
る
。

（
厚
生
労
働
大
臣
の
指
導
）

健
康
保
険
法
73
条

　

保
険
医
療
機
関
及
び
保
険

薬
局
は
療
養
の
給
付
に
関

し
、
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤

師
は
健
康
保
険
の
診
療
又
は

調
剤
に
関
し
、
厚
生
労
働
大

臣
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道

府
県
知
事
の
指
導
）

国
民
健
康
保
険
法
41
条

　

保
険
医
療
機
関
等
は
療
養

の
給
付
に
関
し
、
保
険
医
及

び
保
険
薬
剤
師
は
国
民
健
康

保
険
の
診
療
又
は
調
剤
に
関

し
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都

道
府
県
知
事
の
指
導
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
66
条

　

保
険
医
療
機
関
等
は
療
養

の
給
付
に
関
し
、
保
険
医
等

は
後
期
高
齢
者
医
療
の
診
療

又
は
調
剤
に
関
し
、
厚
生
労

働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事

の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

集団的個別指導、個別指導は
どのような仕組みになっているか ①

お問い合わせ先
　近畿厚生局指導監査課　●●、●●
　大阪市中央区農人橋１－１－22　大江ビル８階
　　TEL：06-4791-7361　FAX：06-4791-7355

表１）2011年度　集団的個別指導対象件数算出表（近畿厚生局資料から抜粋）

対象保険医療
機 関 等 数

①

都道府県
平均値

【端数切捨】

②

基準値
病院１、１
（歯科除く）
その他１、２
【端数切上】

③

基準値以上
件数

④

取扱件数の
過少
一般10件

（精神病院５件）
未満
⑤

基準点以上
対象件数

⑥＝④－⑤

基準値以上対象件数からの除外分

対象候補件数

⑩＝⑥－⑨

８％件数
（①×0.08）
【端数切上】

⑪

選定（実施）
予定件数

（予備を除く）

⑫

2009,2010年度
集個実施済

⑦

2009,2010年度
個別実施済等

⑧

除外件数
合計

⑨＝⑦＋⑧
5,356 1,443 1,732 3,011 36 2,975 794 235 1,029 1,946 429 429

図１）集団的個別指導の選定サイクル
０ ４ ８ 12 16 20 24 （％）

初年度 集団指導８％

次年度 集団指導８％

次々年度 集団指導８％

10月改定　金パラ関連の主な点数一覧10月改定　金パラ関連の主な点数一覧

旧点数 新点数 増減

インレー単純
前・小臼 253 265 ＋12
大　臼 287 305 ＋18

インレー複雑
前・小臼 418 442 ＋24
大　臼 470 504 ＋34

４分の３冠 前 546 577 ＋31

５分の４冠
小　臼 486 517 ＋31
大　臼 556 598 ＋42

FCK
小　臼 666 704 ＋38
大　臼 754 807 ＋53

前装鋳造冠 前 1,450 1,497 ＋47

ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク

鋳　造
小　臼 696 742 ＋46
大　臼 784 845 ＋61

裏　装
前 893 917 ＋24

小　臼 930 961 ＋31
前　装 前 1,388 1,424 ＋36

双歯鉤
大大・大小 508 557 ＋49
犬小・小小 446 485 ＋39

両翼鉤（レスト付）
大　臼 403 437 ＋34
犬歯・小臼 378 407 ＋29
前 366 392 ＋26

屈曲バー
パラタル 1,016 1,152 ＋136
リンガル 973 1,109 ＋136

鋳造バー 886 964 ＋78

 近厚発第 ●● 第 ●号
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集団的個別指導の実施について（通知）

　社会保険医療行政の推進につきまして、平素から格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、この度、健康保険法第73条（船員保険法第59条において準用する場合を含む。）、国民
健康保険法第41条及び高齢者の医療の確保に関する法律第66条の規定により、下記のとおり近
畿厚生局と大阪府による集団的個別指導を実施いたしますので、出席されるよう通知します。
　なお、正当な理由なく集団的個別指導を欠席された場合は、個別指導の対象となる場合があ
りますのでご留意ください。
※ 貴保険医療機関の保険医等が、東北地方太平洋沖地震及び長野県北部の地震による被災地において医療
支援等に従事しているため、指導への対応が困難な場合については、当局指導監査課あてご相談くださ
い。

記

　１．目　的
　　　 　保険医療機関における保険診療等について定められている「保険医療機関及び保険医

療担当規則」等をさらに理解していただき、保険診療の質的向上及び適正化を図ること
を目的としています。

　２．日　時
　　　 　平成23年９月29日（木）14時～16時（13時30分から受付開始）
　３．場　所
　　　　大阪商工会議所　７階国際会議ホール（大阪市中央区本町橋２－８）
　　　　※出席にあたっては、公共交通機関をご利用願います。
　４．出席者
　　　　開設者、管理者、保険医、請求事務担当者等（管理者は必ず出席してください。）
　　　　※会場の収容人数の関係上、管理者も含め２名までの出席でお願いします。
　５．その他
　　（１） 当日は、同封の「平成23年度集団的個別指導出席票」に必要事項を記載のうえ、ご

持参ください。
　　（２） 大阪府下の平均点数については、近畿厚生局ホームページ（http://kouseikyoku.mhlw.

go.jp/kinki/）に掲載しています。
　　（３） 貴保険医療機関の平均点数について、お知りになりたい場合は、下記まで照会くだ

さい。

近畿厚生局長

印


